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本 シンポジウム 「コ リアにおける 日本研究 の現在Jは 、 国際 日本
文化研 究セ ンター海外研 究交流室 が企画 してい る 「日本 に在住 す る
外 国人研 究者 を対 象 とす るシ リー ズ ・シ ンポ ジウム」 の第2回 目に
あた る。 第1回 目は2000年3月 に 「バ ブル経済崩壊後 の 日本研 究」 と
い う タイ トルで、 参加者 を限定せず 、広 く呼 びか け開催 した。 この
第2回 は、 日本 に在 住 してい るコ リア研究者(い わゆる 「在 日」 韓
国 ・朝鮮 人、 そ して 日本 に一時滞在 してい る韓 国人)と 、 コ リアに
関す る研 究 を行 ってい る 日本人研究者 をは じめ、 日本 の4年 制大 学
で教鞭 をとってお られる方々の ほぼ総てに呼 びか けを行 った。 かつ 、
2000年 に韓 国で発行 された 『日本 を強 くした文化 コー ド16』 の著者
16名 お よび韓 国におい て 日本 研究 を積極 的 に推進 して いる中堅 の研
究 者 に手紙 を送 り、15名 の研 究者 をお招 き した。研 究発表 の報告 に
つ いて は、上 記の方 々 に希望 を募 り、 希望 され た方の総 てに、 シ ン
ポジウムでの報 告をお願い した。
本報告書 は、その シ ンポジウムで行 われた報告 の うち、「コ リアに
お け る日本研 究の現在 」 とい う課題 に応 えてい る もの と総括 討論 を
テープ起 こ しした ものであ る。その ほかの報告 につ い ては、 日文研
紀要 『日本研究』等 に ご投稿 していただ くこ ととした。
コ リア語 圏(韓 国語 、朝鮮語)は 、現在 世界の 中で も 日本語 学習
者 の人口が最 も多 く(第2位 はオース トラ リア)、 比 率 も最 も高い。
そ して、 日本研 究の水準 も高 い。 日本 との間に、過 去 に不幸 な政治
関係 をもち、 現在で も教科 書 の歴 史叙述 をめ ぐって議論が沸騰 す る
ような関係 にあるが、 そ う した陰 を宿 しなが ら行 われてい る研 究の
現在 の状 態 について、冷 静かつ穏 やか な雰 囲気 の もとに、 しか も活
発 に意 見の交換 をす るこ とが で きた と思 う。 これ は、 ひとえに出席
者の方 々のお かげであ り、深 く感謝 したい。 なお、 本 シンポジ ウム
は、 いわゆ る 「教科 書」 問題が持 ち上が る以前 に計 画 し、かつ 、実
現 したものであ り、その問題にはふれていない ことをお断 りしてお く。
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